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１．調査団員・氏名 

基本設計現地調査（B/D） 

 

氏 名 担 当 所 属 

 三村 悟 総括 
JICA 地球環境部  

水資源・防災グループ防災第二課 課長

 相良 冬木 計画管理 
JICA 資金協力支援部準備室  

事業調査第一課 主任 

 松本 良治 
業務主任/ 

河川・砂防計画/維持管理 
株式会社 建設技研インターナショナル 

 三品 孝洋 
副業務主任/ 

砂防施設設計・施工計画 
同 上 

 渡邊 亮平 橋梁設計・施工計画 同 上 

 田中 大文 
自然条件調査 

（地形・地質） 
同 上 

 森下 甲子弘 
自然条件調査 

（気象・水文・水理） 
同 上 

 清田 大作 環境社会配慮 同 上 

 三浦 実 調達計画/積算 同 上 

 

 

基本設計概要説明調査（D・B/D） 

 

氏 名 担 当 所  属 

永石 雅史 総 括 JICA フィリピン事務所 次長 

小林 千晃 調査企画 
JICA 地球環境部水資源防災グループ 

第一課 

松本 良治 
業務主任／ 

河川・砂防計画／維持管理
株式会社 建設技研インターナショナル 

三品 孝洋 
副業務主任／ 

砂防施設設計／施工計画 
株式会社 建設技研インターナショナル 

渡邊 亮平 橋梁設計／施工計画 株式会社 建設技研インターナショナル 
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２．調査行程 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日順 曜日 三村　悟 相良　冬木 松本　良治 三品　孝洋 渡邊　亮平 田中　大文 森下　甲子弘 三浦　実 清田　大作

1 7 木 東京→M、JICA表敬

2 8 金 IC/R説明・協議（DPWH：Rebecca T. Garsuta, Philip F. Meñez,  Rogelio O. Ang, Melvin B. Navarro）、協議（DENR：Cesar S. Siador, Jr., Marivic E. Yao）、JICA専門家（北林次長、野村調査員、加本専門家）打合せ

3 9 土 M（PR183/10：00発）→CDR（11：40着）→C、現地調査

4 10 日 現地調査、団内打合せ

5 11 月 IC/R説明・協議（LGU：Leo G. Vasacar, Ronnie L. Almosor、DEO：Benjamin S. Babia, Rolando C. Conzon, Elvis A. Jamero、PENRO：Gaudioso B. Malaton, Roberto S. Rufino, Luisito Salugsugan）

6 12 火
東京（JL741/9：35発）→

M（13：05着）、団内打合せ
協議(NEDA-Region10：Refael G. Evangelista, Jr.)、C→CDO（PR186/15：50発）→M（17：25着）、団内打合せ 現地調査/技術協議・確認（実施機関）

C→CDO（PR186/15：50発）→
M（17：25着）、団内打合せ

7 13 水 M/D協議（DPWH：Rebecca T. Garsuta, Philip F. Meñez, Melvin B. Navarro)、協議（DOF：Erwin Sta. Ana、NEDA：Kathreen V. Miranes, Ameta B. Benjamina） 同上 M/D協議（DPWH)、協議（DOF、NEDA）

8 14 木 M/D協議（DPWH：Rebecca T. Garsuta, Philip F. Meñez, Melvin B. Navarro)、協議（FCSEC：Shinichi Hasebe, Nakamura Shinya, Resito V. David, Dolores M. Hipolito) 同上 M/D協議（DPWH)

9 15 金 M/D署名（DPWH：Rebecca T. Garsuta, Philip F. Meñez, Melvin B. Navarro)、JICA（松田所長、北林次長、野村調査員）･EOJ（吉野二等書記官）報告 同上 M/D協議・サイン、JICA･EOJ報告

10 16 土 M（JL742/14：25発）→東京（19：50着）
M（PR183/10：00発）→CDR（11：40着）、協議（DPWH Regional Office：Bonifacio

R. Lora, Celedonia M. Cabrera）、→C
同上

M（PR183/10：00発）→
CDR（11：40着）、協議（DPWH

Regional Office）、→C

11 17 日 資料整理

12 18 月 現地調査/技術協議・確認（実施機関） 東京→M

13 19 火 同上、州知事：Jurdin Jesus M. Romualdoと打合せ
DPWH：Edgar Fabregasと打合

せ

14 20 水 同上 M→CDR→C

15 21 木 同上

16 22 金 SHM準備

17 23 土 SHM、協議結果整理

18 24 日 資料整理

19 25 月 現地調査/技術協議・確認（実施機関） C→CDO→M 現地調査/技術協議・確認（実施機関）

20 26 火 同上 M→東京 同上

21 27 水 同上 同上

22 28 木
C→CDO

CDOにおける建設資材業者の視察
現地調査/技術協議・確認

（実施機関）
C→CDO

CDOにおける建設資材業者の視察
現地調査/技術協議・確認

（実施機関）

23 29 金
CDO（PR186/15：50発）

→M（17：25着）
CDOにおける建設資材業者の視察

CDO→C
同上

CDOにおける建設資材業者の視察
CDO→C

同上

24 30 土 技術協議・確認（実施機関） 現地調査/技術協議・確認（実施機関） 現地調査/技術協議・確認（実施機関）

25 31 日 資料整理 資料整理 資料整理

調査行程（基本設計現地調査）

自然条件調査
（気象・水文・水理）

環境社会配慮
橋梁設計
・施工計画

自然条件調査
（地形・地質）

工程表 団長
副業務主任／
砂防施設設計・

施工計画

業務主任
／河川・砂防計画／

維持管理
官団員 調達計画／積算

日付

8月
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（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日順 曜日 三村　悟 相良　冬木 松本　良治 三品　孝洋 渡邊　亮平 田中　大文 森下　甲子弘 三浦　実 清田　大作

26 1 月 技術協議・確認（実施機関） 現地調査/技術協議・確認（実施機関） 現地調査/技術協議・確認（実施機関）
C→CDO

DENR：Mey D. Jimenesとの
技術協議・確認

27 2 火 同上 同上 同上
DENR：Mey D. Jimenesとの

技術協議・確認
CDO→C

28 3 水 同上 同上 現地調査/技術協議・確認（実施機関）

29 4 木 同上 C→CDO→M
現地調査/技術協議・確認

（実施機関）
同上

30 5 金 同上
DPWH（Rebecca T. Garsuta, Philip F. Meñez,

Rogelio O. Ang, Melvin B. Navarro）との技術協議・
確認

同上 同上

31 6 土 同上 M→CDR→C 同上 同上

32 7 日 資料整理 資料整理 資料整理

33 8 月 技術協議・確認（実施機関） 現地調査/技術協議・確認（実施機関）

34 9 火 同上 同上

35 10 水 同上 C→CDO→M、技術協議（DPWH Regional Office：Dulce C. Adiong）、団内打合せ C→CDO→M、団内打合せ

36 11 木 DPWH（Rebecca T. Garsuta, Philip F. Meñez,  Rogelio O. Ang, Melvin B. Navarro）との技術協議 DPWHとの技術協議

37 12 金 JICA（北林次長、野村調査員）、EOJ（吉野二等書記官）へ調査報告 JICA、EOJへ調査報告

38 13 土 資料整理 資料整理 M→Tokyo

39 14 日 同上 同上

40 15 月 M→Tokyo 同上

JICA: 国際協力機構 DEO: DPWH地方技術事務所 SHM: ステークホルダーミーティング EOJ: 在フィリピン日本大使館

DPWH: 公共事業道路省 PENRO: 環境天然資源省地方事務所 FCSEC: 治水・砂防技術センター

DENR: 環境天然資源省 DOF: 財務省

LGU: 地方政府（カミギン州政府） NEDA: 国家経済開発庁

自然条件調査
（気象・水文・水理）

環境社会配慮
橋梁設計
・施工計画

自然条件調査
（地形・地質）

工程表 団長
副業務主任／
砂防施設設計・

施工計画

業務主任
／河川・砂防計画／

維持管理
官団員

9月

調達計画／積算

日付

現地調査/技術協議・確認（実施機関）

同上

カミギン（C）

マニラ（M）

注）　技術的検討項目については、カミギン島の実施機関と打合せの上決定するものとして設定したスケジュール

移動（東京⇔マニラ）

カガヤン デ オロ（CDO）

移動（マニラ⇔カミギン）
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調査行程（基本設計概要書説明調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団長：永石次長 小林　千晃

業務内容 業務内容

東京09:35→マニラ13:30 (JL741)

団内打合せ

2 16日 月 DPWH表敬 JICA表敬、DPWH表敬 〃

3 17日 火 AM:DPWH協議, PM:FCSEC表敬 〃

東京09:35→マニラ13:30 (JL741) AM:DPWH協議

5 19日 木 〃

6 20日 金 〃

7 21日 土 カミギン

8 22日 日 〃

10 24日 火 〃

11 25日 水 AM:ミニッツ署名 マニラ → 東京 AM:ミニッツ署名 〃

12 26日 木 マニラ 09:10 → 東京14:10 (JL746) -

団内打ち合せ

カミギン島現場視察、PM:カミギン島→カガヤン・デ・オロ

マニラ → カガヤン・デ・オロ → カミギン島
PM:カミギン州 Provincial Office　表敬

AM:団内打ち合せ, PM:大使館報告

永石、小林、松本　：　AM:カガヤン・デ・オロ → マニラ, PM:NEDA協議

三品、渡邊　：　AM: DPWH Region 10 協議,　PM:カガヤン・デ・オロ → マニラ

〃

DPWH協議

日数

1

4

15日 日

日程

18日 水
PM:NEDA協議

コンサルタント（松本、三品、渡邊、）

2月 マニラ

業務内容 宿泊地

JICA

マニラ9 23日 月
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３．関係者（面会者）リスト 
 

在フィリピン日本国大使館 

吉野 広郷 二等書記官 

JICAフィリピン事務所 

松田 教男 フィリピン事務所長 

北林 春美 フィリピン事務所 次長 

永石 雅史 フィリピン事務所 次長 

野村 陽子 企画調査員（防災担当） 

内田 久美子 所 員 

Minnie Dacanay Consultant 

環境天然資源省 環境管理局 

Cesar S. Siador, Jr. 

Marivic E. Yao 

環境天然資源省 リージョンX事務所 

Mey D. Jimenes Chief of Environmental Impact Assessment & Monitoring Division 

財務省 

Erwin Sta. Ana Planning Officer 

公共事業道路省 設計局 

Adriano M. Doroy Engineer V 

Perfecto L. Zaplan Jr. Engineer V 

公共事業道路省 設計局 水理部 

Leonardo Lingaw Engineer IV 

Marceliano A. Carlota II Engineer III 

公共事業道路省カミギン地方技術事務所 

Elvis A. Jamero Engineer II 

Rolando C. Conzon OIC-PE 

Benjamin S. Babia Chief, PDS 

公共事業道路省 計画部 

Estelita M. Leonado Eco. II, PS 

Aquilina T. Decilos Engr. III 

Melvin B. Navarro OIC-PS 

Rebecca T. Garsuta Engineer V 

公共事業道路省 環境社会部 

Edgar Fabregas Economist 

Edgar Fabregas Economist 

Ignacia M. Ramos CE/Environmentalist 

公共事業道路省 クラスターII 

Rogelio O. Ang Project Manager 

Roy R. Quilaton Project Engineer 

Ruel R. Caseñas Engineer II 

Philip F. Meñez Project Director IV 

公共事業道路省 リージョンX事務所 

Bonifacio R. Lora Asst Chief Construction Division 

Celedonia M. Cabrera Chief Planning & Design  Division 

Tita B. Rato KSSTT Chief Planning & Design  Division 

Dulce C. Adiong Engineer ⅢFlood Control Section 
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治水砂防技術センター 

Minoru KAMOTO JICA Expert FCSEC 

Shinichi Hasebe JICA Expert FCSEC 

Nakamura Shinya JICA Expert FCSEC 

Dolores M. Hipolito PM II 

Resito V. David Project Director 

国家経済開発庁 

Pallo Mert S. Bernardo EDS-II 

Kathreen V. Miranes Sr. EDS 

Ameta B. Benjamina Supervisor EDS 

Reno Joseph Cantre EDS-II 

国家経済開発庁 リージョンX事務所 

Refael G. Evangelista, Jr. Regional Director 

環境天然資源省 カミギン地方事務所 

Roberto S. Rufino OIC-FMS 

Gaudioso B. Malaton OIC-PENRO 

Luisito Salugsugan Sr. Analyst 

カミギン州事務所 

Jurdin Jesus M. Romualdo Governor 

Leo G. Vasacar Vice Governor 

カミギン州事務所 計画開発部 

Felicisimo M. Gomez Officer 

Ronnie L. Almosor Engineer 
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４．討議議事録（M/D）  
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５．事業事前計画表（基本設計時） 

 

1. 案件名 

フィリピン共和国 カミギン島防災復旧計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

フィリピン国は、過去 10 年に 100 回以上の自然災害を観測するなど、国連による「国際防

災の 10 年（1990-2000）」の 終報告においては、世界で も災害にさらされている国として

位置付けられている。このような状況の下、アロヨ政権における中期国家開発計画（2006-2010

年）では、「貧困撲滅」に向け、社会の安定につながる防災分野に高い優先度を与えている｡ 

本プロジェクトの対象地域であるカミギン島は、フィリピン国南部ミンダナオ島とビサヤ諸

島に挟まれたミンダナオ海に浮かぶ火山島である。島全体が北ミンダナオ地方（Northern 

Mindanao, Region X）に属するカミギン州（Province of Camiguin）となっており、人口約

7.4 万人（2000 年）、面積約 238km2で、農業および漁業を主要産業としている。「フィ」国で

も美しい島「Virtual Paradise」と称され、観光開発の高いポテンシャルを有している。ま

た、カミギン島は、中期国家開発計画において「インフラ整備等による地方分散化促進」とし

て位置づけられる 3つの重要度の高い湾岸高速道路（Strong Republic Nautical Highway、略

称 SRNH）の内の中央湾岸高速道路のルート上にある。この高速道路を利用した SRNH-RORO シ

ステムは、ミンダナオ島を含む諸島経済と首都圏マニラを連結し新たな経済機会を広げる物流

網として大きな期待が寄せられている。 

一方、同島では 2001 年 11 月の台風ナナンによる豪雨により、島内の多くの山地斜面が崩壊、

土石流や鉄砲水が発生し死者･行方不明者約 250 名、インフラ、家屋、農業施設に総額約 5 億

円の被害を被った。災害後、日本の支援（在外基礎調査 2003 年等）により、他の地域に先駆

けて警報非難訓練、防災教育などのソフト対策に関する基本計画を策定し、防災体制の強化を

図ってきている。しかしながら、特に被害の大きかったフバンゴン川、ポントド川流域では、

災害後に特段の防災施設対策は行われておらず、被災した橋梁施設の復旧も行われていない。

河道を不安定堆積物が厚く覆っており、今後の豪雨により同様の災害が発生する危険性をはら

んでいる。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

フィリピン国カミギン島（カミギン州）における土砂災害による被害が軽減され、住民生活

水準の維持向上および持続的な経済成長が確保される。 

直接裨益対象の範囲及び規模： 

【砂防ダム】フィリピン国カミギン州マヒノグ市のフバンゴン川、ポントド川流域を含む

七つのバランガイ住民（計 5,006 人：2007 年 8 月時点） 

【橋梁】 フィリピン国カミギン州住民（81,293 人：2007 年 8 月時点） 

間接裨益対象の範囲及び規模：カミギン州（81,293 人：2007 年 8 月時点）、および観光客

（193,012 人：2007 年度） 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

カミギン島の土砂災害危険度が高い河川流域において、砂防ダムの建設および被災した橋梁

の改修が行われる。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア フバンゴン橋及びその取付道路の改修、砂防ダム（2基）およびその維持管理用道路を建

設する 

イ 上記施設を適切に運営・維持管理し、その安全性を確保する 
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(4) 投入 

ア 日本側：無償資金協力 11.40 億円 

イ 相手国側 

（ア） 必要な人員：維持管理要員（橋梁：68人/年、砂防ダム：106 人/年） 

（イ） 建設資機材：小型トラック、スコップ、ハンマー、草刈機等 

（ウ） 施設の運営・維持管理に係る経費 

：（橋梁：191 千ペソ/年、砂防ダム：341 千ペソ/年） 

(5) 実施体制 

主管官庁及び実施機関：公共事業道路省 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

フィリピン国カミギン州マヒノグ市 

(2) 概要 

フバンゴン橋の改修（橋長 40.9m、取付道路延長 20.9m）、 

上流側砂防ダムおよび維持管理用道路の建設（ダム高 10m、堤頂長 115m、道路延長 525m）、 

下流側砂防ダムおよび維持管理用道路の建設（ダム高 12m、堤頂長 70m、道路延長 657m） 

(3) 相手国側負担事項 

①建設用地の確保、②建設のための仮設用地（仮設ヤード、資材置場、現場事務所、迂回路等）

の確保、③工事に必要な接続道路の整備、④工事の支障となる電柱、水道管の移設、⑤ゲート

設置（各砂防ダム維持管理用道路の入口） 

(4) 概算事業費 

概算事業費 11.45 億円（無償資金協力 11.40 億円、「フィ」国側負担 0.05 億円） 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め 25.5 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

住民移転が少ない（対象１軒）ルートを選定することにより、社会環境へ与える負の影響を

小とした。 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

想定外の災害（100 年超過確率降雨時の土砂流出量以上を想定）が起きないこと。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 
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7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

現状と問題点 
現状の数値 

(2008 年) 

目標年における計画値 

(目標年：2012 年） 

1. 橋梁通行速度 

台風ナナン以降、フバンゴン橋梁は片側

交互通行で車両規制している。 

5～10km/時 
50km/時 

（設計速度） 

2. 土石流災害に対する安全度 

2001 年 11 月台風ナナン以降は、大きな土

砂災害は発生していない。ただし、災害

後に対策施設は建設されておらず、土砂

災害に対する十分な安全度は確保されて

いない。 

土砂災害あり 

100 年超過確率以下の降雨に

よる土砂災害はない。 

100 年超過確率以上の降雨に

よる土砂災害を軽減する。

 

(2) その他の成果指標 

（交通量の増加） 

① 土砂災害による被害の低減により、主要都市および主要港湾施設間のアクセスが向上、

また誘発交通が発生し、対象地域での交通量の増加が期待される。（2008 年におけるフ

バンゴン橋梁付近の上下線日平均交通量は 1,193 台、DPWH カミギン地方事務所） 

（生活物資物価の安定） 

② 周辺の農地～市場へのアクセスが安定することにより、物資の通年安定輸送が確保され、

輸送コストが低減される結果、物価の安定に寄与する。（2006 年、2007 年のカミギン州

消費者物価指数は 135.4、140.0（2001 年＝100）、カミギン州統計局） 

（観光地としてのイメージ向上） 

③ 土砂災害による人命、家屋等の資産、農地および灌漑施設、国道、橋梁等の被害の軽減

により、安全で快適な観光を提供できるようになり、災害対策が行き届いた観光地とし

てのイメージが向上する。（なお、2007 年のカミギン島総観光客数は 193,012 人、カミ

ギン州政府事務所） 

（総合防災モデルとしての波及効果） 

④ カミギン島において、土石流に対するリスク評価が AA（非常に高い）とされている河川

はフバンゴン川、ポントド川以外に、2 河川（バイラオ川、トゥプサン川）ある。これ

らの河川については JICA の支援でソフト対策（防災計画策定、避難訓練、防災教育）が

整備されており、将来、総合防災モデル事業として波及する可能性がある。 

(3) 評価のタイミング 

2012 年以降（施設完成後 1年経過後） 
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（図書・ビデオ・ 
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オリジナル 
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 質問票の回答     
Annex-A-1 Questionnaire and Answer 印刷 コピー DPWH- Flood Control and Sabo Engineering 

Center 
2008 

Annex-A-2 Medium Term Development Plan 2005-2010 印刷 コピー DPWH 2007 
Annex-A-3 The Medium Term Philippines Development Plan 2004-2010 (Chapter 

6) 
印刷 コピー DPWH - 

Annex-A-4 The Medium Term Philippines Development Plan 2004-2010 (Chapter 
6) Draft as of 07 January 2008 

印刷 コピー DPWH 2008.1 

Annex-A-5 List of GOJ Assisted Project (1971- Present) 印刷 コピー DPWH - 
Annex-A-6 List of Completed, on-going, Committed and Proposed DPWH 

Projects 
印刷 コピー DPWH - 

Annex-A-7 List of completed, on-going and committed projects with assistance of 
other donors 

印刷 コピー DPWH - 

Annex-A-8 Organization Chart of DPWH 印刷 コピー DPWH 2008 
Annex-A-9 Regional Profile 印刷 オリジナル DPWH Region-Ⅹ 2008 
Annex-A-10 Break Down of Budget and Expenditure 印刷 コピー DPWH Region-Ⅹ 2008 
Annex-A-11 Organization Chart of DPWH DEO 印刷 コピー DPWH DEO 2008 
Annex-A-12 Traffic date at Proposed Bridge Site in Camiguin Island 印刷 コピー DPWH DEO 2008 
Annex-A-13 Break Down of Budget and Expenditure 印刷 コピー DPWH DEO 2008 
Annex-A-14 Questionnaire and Answer 印刷 オリジナル Provincial Planning & Development Office, 

Camiguin 
2008 

Annex-A-15 Data of Municipality Mahinog (Income, Livelihood, Total households) 印刷 コピー Provincial Planning & Development Office, 
Camiguin 

2008 

Annex-A-16 Disaster Prevention Actions for Debris Flow and Flash Flood パンフレット オリジナル Province of Camiguin, JICA 2005.1 
Annex-A-17 Organization Chart of Provincial Engineer Office 印刷 コピー Provincial Enginner Office, Camiguin 2008.2 
Annex-A-18 Provincial Organization Chart 印刷 コピー Provincial Office 2008 
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Annex-A-19 Organization Chart of Provincial Planning and Development 
Coordinator 

印刷 コピー Provincial Planning & Development Office, 
Camiguin 

2008 

Annex-A-20 Break Down of Budget and Expenditure 印刷 コピー Provincial Office 2008 
Annex-A-21 Minutes of the stakeholders consultation for the proposed project on 

disaster prevention & reconstruction for Camiguin Island (Frbruary 2, 
2008 at フバンゴン Chapel) 

印刷 コピー Provincial Planning & Development Office, 
Camiguin 

2008.2 

Annex-A-22 Questionnaire and Answer 印刷 オリジナル DENR, Camiguin 2008 
Annex-A-23 Questionnaire and Answer 印刷 オリジナル DPWH PMO MFCP-II 2008 
Annex-A-24 Medium – Term Public Investment Program (2005-2010) 印刷 コピー DPWH 2008.3 
Annex-A-25 Break Down of Budget and Expenditure 印刷 コピー DPWH 2008 
Annex-A-26 IROW Procedural Manual(Appendix B1, B2) 印刷 コピー Republic of the Philippines Congress of the 

Philippines Metro Manila 
- 

Annex-A-27 Design Guidelines Criteria and Standards 印刷 コピー DPWH, JICA 2004.3 
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（図書・ビデオ・ 
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 共通資料     
A-1 Profile of SABO Structures in the Philippines 図書 オリジナル DPWH, JICA 2008.5 

A-2 Endorsing the Disaster Prevention and Reconstruction Project for 
Camiguin Island レター コピー Regional Development Council 2008 

A-3 VAT 申請関連 印刷 コピー DPWH PMO 2008 
A-4 Pricelist of Construction Materials 印刷 コピー DPWH DEO 2008 
A-5 Monthly Salary Schedule Effective July 1, 2008 印刷 コピー DPWH PMO 2008 
A-6 Gross Regional Domestic Product in Philippine 印刷 コピー National Statistical Coordination Board 1993~ 

2007 
A-7 DPWH Completed and On-going Projects 印刷 コピー DPWH 2008.8 
A-8 2007 Philippine Statistical Yearbook 図書 オリジナル National Statistical Coordination Board 2007 
A-9 Economic Indicators 図書 オリジナル National Statistical Coordination Board 2008.6 
A-10 Economic Indicators 図書 オリジナル National Statistical Coordination Board 2008.7 
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 カミギン州関連資料     
B-1 導流堤設計図面 印刷 コピー DPWH DEO 2008 
B-2 導流堤工事計画書（工程表、積算資料） 印刷 コピー DPWH DEO 2008 
B-3 TOURIST ARRIVAL – CAMIGUIN COMPARATIVE DATA FOR 

2005, 2006, 2007 
印刷 コピー Provincial Planning & Development Office, 

Camiguin 
2008 

B-4 Trainers Guide for Flash Flood and Debris Flow Non-Structural Disaster 
Prevention Course 

印刷 コピー Province of Camiguin, JICA, DPWH 2005.1 

B-5 Consumer Price Index in Camiguin 印刷 コピー National Statistics Office in Camiguin 2008 
B-6 Schedule of Base Unit Value for Agricultural Land 印刷 コピー Provincial Assessor Office 2008 
B-7 Minutes of Meeting on 11 August, 2008 印刷 コピー Provincial Planning & Development Office, 

Camiguin 
2008 

B-8 Comparative Schedule of Market Values and Unit Costs for Each Class 
of Real Property  

印刷 コピー Provincial Assessor Office - 

B-9 Monthly Report of Traffic Accidents in Camiguin Island  印刷 コピー DPWH DEO 2006-2008 
B-10 List of Motor Vehicles Registered from 2003 to 2007 印刷 コピー Land Transportation Office in Camiguin 2003-2007 
B-11 Summary Shipping Statistics from 2003 to July 2008 印刷 コピー Philippines Ports Authority PMO- Cagayan 

de Oro 
2003-2008 
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 ステークホルダー会議関連資料     
C-1 Questionnaire for Environmental and Social Consideration Survey(英語、

ビサヤ語併記) 
印刷 オリジナル Provincial Planning & Development Office, 

Camiguin 
2008 

C-2 会議プログラム 印刷 オリジナル Provincial Planning & Development Office, 
Camiguin 

2008 

C-3 質問表に対する回答(各バランガイより) 印刷 オリジナル Provincial Planning & Development Office, 
Camiguin 

2008 

C-4 Stakeholder Consultation Meeting Attendance Sheet 印刷 コピー Provincial Planning & Development Office, 
Camiguin 

2008 

C-5 Minutes of Stakeholder Consultation Meeting 印刷 コピー Provincial Planning & Development Office, 
Camiguin 

2008 
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